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ではなく，企業で活動する人間の倫理性













































産し分配する企業組織にいる個人の行動（the conduct of individuals）に，道徳基準をどのように適用する
のかを研究する学問である」と（Manuel G. Velasquez, Business Ethics : Concepts and Cases, 3 rd. ed., 
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によって，さらに言えば資本主義的な搾取＝抑圧関係



















































































64 立命館経営学（第 45 巻　第 3 号）
　次に，もう一人の著名な論者である出見世信之氏の見解を取り上げてみよう。同氏も企業活
動が求める「目的」とそれを実現する「手段」の関係を，企業による利潤追求と事業活動
































 4）出見世信之『企業倫理入門』同文舘，平成 16 年，53 － 54 頁。
65 企業倫理学に潜む三つの陥穽（田中）
　企業倫理学とは果して如何なる学問か，それはただ単に現実の企業活動に見られる非倫理
性を暴露し，まるで天から下された声のように，ただ企業を超越的に批判するだけの学問で留
まってはならない。また，非倫理的な企業活動をもたらす経営者や実務家に向かって，高尚で
道徳心あふれるお説教を垂れ，それで満足するような学問でもないはずだ。それでは単なる観
念的な理想論としての企業倫理学で終わってしまう。真の意味で科学としての企業倫理学，そ
こに到達するには，本格的な研究方法論の確立が避けて通れない道となるだろう。
